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「
戦
争
法
は
廃
案
し
か
な
い
！
」 

 
 

安
倍
内
閣
は
国
民
の
声
を
聞
き
な
さ
い 

 

１
月
24
日
（
日
）
朝
９
時
半
か
ら
昼
３
時
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
吹

田
北
口
で
「
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
２
０
０
０
万
人
署
名
」

の
ロ
ン
グ
ラ
ン
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
新
婦
人
吹
田
支
部
の

方
々
を
含
め
２
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
若
者
の
ビ

ラ
の
受
け
取
り
が
よ
く
、
通
り
過
ぎ
て
か
ら
戻
っ
て
き
て
署
名

を
す
る
方
も
目
立
ち
ま
し
た
。
新
婦
人
会
員
の
息
子
さ
ん
た
ち

も
プ
ラ
ス
タ
ー
を
持
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

韓
国
か
ら
観
光
中
の
青
年
が
「
戦
争
法
反
対
い
い
で
す
ね
。」

と
握
手
を
求
め
て
く
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

署
名
に
ご
協
力
頂
い
た
方
の
声
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

20
代
の
女
性 

「
私
も
シ
ー
ル
ズ
の
戦
争
法
反
対
の
集
会
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。」 

 

50
代
男
性 

「
２
０
０
０
万
人
署
名
の
こ
と
を
初
め
て
し
り
ま
し
た
。
良
い

取
り
組
み
で
す
ね
。」 

 

40
代
女
性 

「（
署
名
の
下
部
の
取
扱
団
体
を
見
て
）
こ
ん
な
に
沢
山
の
団

体
が
全
国
で
す
す
め
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
廃
止

に
し
た
い
で
す
ね
。」 

 

          

吹
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

保
険
料
6
・
08
％
引
上
げ
、 

賦
課
限
度
額
4
万
円
引
上
げ
で
諮
問 

  

第
3
回
吹
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
1
月
22

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
政
令
に
よ

る
条
例
の
変
更
と
し
て
①
保
険
料
の
賦
課
限
度
額
の
引
き
上

げ
（
85
万
円
か
ら
89
万
円
へ
）
②
保
険
料
均
等
割
・
平
等
割

の
5
割
軽
減
・
2
割
軽
減
の
所
得
範
囲
の
拡
大
、
そ
し
て
来

年
度
国
保
財
政
の
予
算
編
成
に
伴
い
③
保
険
料
の
引
き
上
げ

（
一
人
当
た
り
月
額
調
停
額
の
改
定
率
＋
6
・
08
％
）
④
保

険
事
業
の
新
規
拡
充
が
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
協
議
会

で
は
意
見
集
約
、
答
申
の
取
り
ま
と
め
は
行
な
わ
ず
、
質
問
や

資
料
請
求
が
主
と
し
て
運
営
さ
れ
、
1
月
28
日
に
行
な
わ
れ

る
第
4
回
の
協
議
会
で
意
見
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

  
今
回
の
諮
問
で
は
保
険
料
と
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
が

同
時
に
行
な
わ
れ
る
た
め
、
軽
減
措
置
の
拡
大
対
象
を
除
く
世

帯
の
全
て
で
、
保
険
料
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
協
議
会

の
事
務
局
（
吹
田
市
）
の
説
明
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
始

め
た
単
年
度
赤
字
解
消
に
つ
い
て
は
平
成
25
年
度
で
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
保
険
料
が
増
え
る
要
因
と
し
て
保
険
給

付
費
（
医
療
費
）
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
交
付
金
の
減

少
を
あ
げ
、
減
る
要
因
と
な
る
法
定
分
の
一
般
会
計
繰
入
金
を

上
回
る
た
め
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
質
問
や
資

料
請
求
が
出
さ
れ
る
な
か
、
被
保
険
者
代
表
か
ら
は
、「
消
費

税
10
％
増
税
が
控
え
て
い
る
た
め
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
控

え
ら
れ
な
い
か
」、「
１
０
２
億
円
あ
る
市
の
財
政
調
整
基
金
か

ら
繰
り
入
れ
を
す
る
こ
と
で
引
き
上
げ
を
押
さ
え
ら
れ
な
い

か
」
な
ど
保
険
料
引
上
げ
に
反
対
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
第
2
回
の
協
議
会
で
委
員
提
言
が
あ
っ
た
保
険
料

の
徴
収
業
務
等
の
改
善
に
つ
い
て
市
長
へ
の
協
議
会
と
し
て

意
見
書
の
案
と
し
て
、
延
滞
金
の
条
例
化
に
よ
る
効
果
の
検
証

の
報
告
、
財
産
調
査
や
滞
納
処
分
を
視
野
に
入
れ
た
分
納
の
対

応
、
滞
納
整
理
業
務
の
増
員
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

一
部
の
委
員
か
ら
報
告
の
時
期
を
明
確
す
る
こ
と
や
、
早
急
に

す
る
こ
と
な
ど
意
見
が
あ
り
協
議
が
ま
と
ま
ら
ず
、
次
回
の
協

議
会
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 


 

税
金
問
題
研
修
会 

2
月
7
日
（
日
）
朝
10
時 

2
月
8
日
（
月
）
昼
2
時 

2
月
8
日
（
月
）
夜
7
時 

 
 

会
場
は
い
ず
れ
も
民
商
会
館 


 

無
料
法
律
相
談 

２
月
18
日
（
木
）
昼
１
時 

民
商
会
館 

 
 

北
大
阪
総
合
法
律
事
務
所
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
） 

 皆さんも未来を切り

開くこの国民的大運動

を進めるお一人になっ

て署名を広めましょう。 


